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ねっと
能登半島地震

島根の私たちができること

令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」では、多くの方が被災されました。今、私たちに

できることは何だろうか…震災に関連する情報をまとめてみました。多くの情報が公開され、日々更

新されています。今、できることから始めてみませんか？

寄付金や個人情報を騙し取ろうとする詐欺サイト・偽サイトがあるようです。
また、デマやフェイクなどの情報が流れてくることもあります。
正しい情報であるか十分確認をした上で行動してください！

気を付けよう！

全社協 
被災地支援・災害
ボランティア情報

ボランティア 総合情報
助成金

被災地で直接ボランティア活動で

きない場合でも、寄付という形で

ボランティア活動を支援すること

ができます。

寄付・義援金

被災した自治体では「災害ボラン

ティアセンター」を順次設置。

ボランティア活動を行う前に事前

準備をしておきましょう！

内閣府
防災情報ページ

赤い羽根の
災害・被災地支援

日本赤十字社 
能登半島地震
災害義援金

能登半島地震の支援活動に対し、

多方面から様々な助成制度ができ

ています。島根いきいき広場・

助成金情報に掲載中です。

寄付の他に、被災者の生活再建を

支えるための義援金もあります。

島根いきいき広場
助成金情報(災害救援)

内閣府防災情報ページで能登半島

地震の被害状況や政府の対応、被

災者支援に関する制度等が掲載さ

れています。

出雲市総合
   ボランティアセンター

facebook

出雲市総合ボランティアセンター

でもボランティア情報を更新して

います。

被災地支援活動イベントの様子
1月28日(日)、鳶巣コミュニティセンター(出雲市)で能登半

島地震被災地支援活動イベント『今、島根でできること』

(主催：いずもTogether)が開催されました。

被災者の体験談や、被災地支援の活動を報告したり、チャリ

ティーバザーや地元アーティストによるライブもありました。

バザーの売上は全額義援金として被災地へ送るそうです。「直

接被災地へ行って支援することができないので、自分たちがで

きること、間接的だけど、できることをしていきたい」という

思いで参加したボランティアさん。地元の小・中・高校生もた

くさんボランティアとして参加していました。

被災地への支援活動が始まっています！

『今、島根でできること』

facebookページ

イベント参加者 約300人

募金額 81,595円

バザー売上  73,457円

とびす



定住財団からのお知らせ

4年ぶりに対面で！地域づくりオールスター祭開催

▲セミナー受講の様子（松江会場）

NPO法人の法務、会計・税務、労務に関する知識を
1日で学ぶ「全国一斉オンラインNPO事務局セミナー
＆検定」を開催しました。島根会場は、松江と浜田の
両会場ともに多くの方が参加され、疑問点を講師に質
問するなど、熱心に取り組まれました。次回は夏頃に
開催を予定しています。セミナーのみの受講も可能な
ので、お気軽に参加いただき、NPO事務力向上にご活
用ください。

全国一斉オンライン 事務局セミナー&検定開催

島根県の
初級合格者
計123名

NPO事務力検定

中国ろうきんNPO寄付システム

NPO法人37団体の採択が決定

ご寄付をいただきました皆様、誠にありがとうございました。

審査会を経て、2023年度は37団体への配分が決定しました。

今後も、温かいご支援をよろしくお願いします。

2023年度配分団体は
「フレフレしまね」にて掲載中！

中国労働金庫の100円から行える口座振替の寄付(手数料不要)。

各県で集まった寄付金は、県内で活動するNPO法人に配分される、

「助け合い」のろうきんならではの地域循環型寄付システム。島根県

では定住財団が事務局を担っています。

NPO法人の申請・届出等の手続がオンライン化

令和6年4月1日から申請・届出等の手続きをオンライン化するシステム（ウェブ報告システム）

の運用を開始します

●これまで書面で行っていた手続きがオンライン化

手続きのオンライン化により、郵送・持参の手間をかけず効率的に申請・届出等ができる

●申請書作成支援ツールを使用して作成・申請が可能に

申請・届出等を行った情報がシステムに保存され履歴の管理ができる

※従来どおり書面での申請・届出等も可能です。

※システムを利用できる市町村とそうでない市町村があります。各市町村にお問い合わせください。

分野 募集数 申請数 配分数 特別枠

保健・医療・福祉 6 3 3 0

社会教育 1 1 1 0

まちづくり 3 4 3 1

観光の振興 1 1 1 0

農村漁村・中山間 1 1 1 0

文化・スポーツ 6 5 5 0

環境保全 2 1 1 0

災害救援 2 1 1 0

地域安全活動 1 1 1 0

人権・平和 1 0 0 0

国際協力 2 3 2 0

男女共同 1 0 0 0

子どもの健全育成 10 19 10 0

経済活動 1 2 1 1

職業能力・雇用機会 1 1 1 0

消費者保護 1 1 1 0

NPO支援 2 3 2 1

合計 42 47 34 3

中国ろうきんNPO寄付システムとは

島根県内で地域づくりを行うNPO、任意団体、個人、行政
が一堂に会し、お互いの取り組みを知るとともに交流し、繋が
ることを目的とした「地域づくりオールスター祭」を12月に
あすてらす(大田市)で開催しました。コロナ禍中はオンライン
での開催だったため、対面での開催は実に4年ぶり。県内各地
から総勢150名が参加し、会場内ではあちこちで「久しぶ
り！」「元気だった？」など、再会を喜ぶ声が聞かれました。
当日は防災、地域交通、学生との取組み、関係人口など

10テーマの分科会を設け、参加者は自由に選び会場へ。自ら
の活動に取り入れよう！と質疑や交流が活発に行われました。
今後もこのような、学びつながる機会を設けていきます。 ▲全員集合！熱気あふれる祭となりました

まつり
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「目の見えない白鳥さん、
アートを見にいく」上映

リアル謎解きゲーム
「益田謎解き歴史旅」

詳しい情報・問い合わせ先などは

サイトからご確認ください。助成金情報

イベント情報

https://www.shimane-ikiiki.jp

島根いきいき広場 助成金
➀助成金名 ②助成額（助成内容）➂問合せ先

➀保健文化賞

②厚生労働大臣賞(表彰状)・第一生命賞(感

謝状、賞金:団体200万円 個人100万円)・

朝日新聞厚生文化事業団賞(記念品)・

NHK厚生文化事業団賞(記念品)

➂第一生命保険株式会社コーポレート

コミュニケーション部 保健文化賞担当

➀障害者助成事業

②1件当たり50万円以内

➂公益財団法人はるやま財団 事務局

開 催 日 ：【出雲】2024年3月23日(土)

【安来】2024年3月24日(日)

開催会場：【出雲】スサノオホール

(出雲市佐田町反辺1747-4)

【安来】安来市布部交流センター

(安来市広瀬町布部345-40)

上映時間：①10:00～ ②14:00～

問合せ先：NPO法人スサノオの風

TEL 0853-84-0833

開催期間：2024年8月31日(土) まで

内 容：益田謎解き歴史旅(2種)

参加方法：れきしーなにて謎解きキットを購入して

参加(事前申込み不要)

販売価格：各1,000 円(税込／1キット)

問合せ先：(一社)益田市観光協会

TEL 0856-22-7120

➀街なか再生助成金

②1件あたり100万円を限度

➂公益財団法人区画整理促進機構

街なか再生全国支援センター

➀伴走型就学・学習支援活動助成

②1件あたり、上限30万円～300万円

➂公益財団法人樫の芽会 事務局

➀子どもたちの未来の森づくり事業

②1事業につき100万円を限度

➂都道府県緑化推進委員会

➀児童養護施設

ボランティアサポート基金

②補助金5万円／年、対象団体30団体

➂一般財団法人日本児童養護施設財団

➀ポーラ伝統文化振興財団助成事業

②1件あたり、30万円～200万円程度

➂公益財団法人ポーラ伝統文化振興財団

助成事業担当

➀環境問題研究助成

②総額 4,000万円

学際的総合研究 1,000万円～1,500万円

若手研究・奨励研究 50万円～150万円

➂ニッセイ財団 環境問題研究助成 事務局

締切
年間を通し
て受付

➀一般財団法人サウンドハウス

こどものみらい財団助成事業

②月額5万円～20万円を半年単位で前払い

支給(30万円～120万円) 

➂一般財団法人サウンドハウス

こどものみらい財団

締切
3/31(日)
必着

➀タカラ・ハーモニストファンド助成事業

②助成金総額は合わせて500万円程度

助成件数は10件程度

➂公益信託タカラ・ハーモニストファンド

事務局



経営層の皆さんが、自分たちが先頭を切って...というよりも、若手社員に大きなプロジェクト経験や挑戦の機会を
与えたいという次世代育成への意思を感じました。また、地方公共団体との業務経験を通じて移住者や関係人口な
どの就職・雇用にも積極的に取り組んでおられました。 一つの会社として、ITという強味を発揮したり、社員の働き
やすい職場環境を整備することはもちろん、さらに事業の枠を越えて、ご縁のまち出雲を、そして島根を、若者や優秀
な人材が集まる場所にしたいという意識を強く持った組織であることがわかりました。また「地域課題解決に向けた
活動を積極的に行うNPOと協働する機会があれば共に取り組んでいきたい」という言葉を頂き、イーグリッドさんの
「進化」と「未来」への熱い想いが伝わってくる取材となりました。

取材を通して

Facebookも日々更新中！
しまね県民活動支援センター
で検索してみてください♪

県内NPO情報 R5年12月末現在

県内ＮＰＯ法人数

全体 281

内認定 6

内特例認定 1

新設ＮＰＯ法人数 0

解散ＮＰＯ法人数 2

しまね社会貢献基金登録団体数 82

だんだん認証レベル取得団体数

全体 41

内レベル２ 30

[松江事務局]

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ3階

TEL (0852)28-0690  FAX (0852)28-0692

E-mail： chiiki@teiju.or.jp

[石見事務所]

〒697-0034 浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階

 石見産業支援センター「いわみぷらっと」内

 TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630

 E-mail： iwami@teiju.or.jp

（しまね県民活動支援センター）

発行元

https://www.shimane-ikiiki.jp/

島根県では、社会貢献活動を行うNPO等を資金面で支援していただける企業を

「サポーター企業」として登録しています。こちらで順次紹介していきます。

しまね社会貢献基金

サポーター企業紹介

株式会社イーグリッド
[住所] 島根県出雲市常松町526

[電話] 0853-20-2820

[H P] https://www.e-grid.co.jp/

会社紹介

 「進化し続け、IT×Xによりお客様の課題を解決し、ビジネスを成功に導くことでお客様と社員の未来を創る」をミッ
ションに掲げ、2010年11月に島根県出雲市に本社を設立して以降、東京、神戸、鳥取県米子市に進出。より高度な
技術を得ながら社会に貢献することを目指し、産官学で連携した研究開発も行っています。また、国内外の優秀なエ
ンジニアと一丸となり、山陰エリアの開発拠点において、東京をはじめとする首都圏エリアの開発案件に積極的に携
わるとともに、Ruby on RailsやGo、react/typescriptを用いたソフトウェア開発やMaaS事業、医療向けパッケー
ジソフトウェア、デジタルマーケティングなどのソリューションで様々な社会課題を解決し、未来の世界に貢献します。

・「いずも産業未来博2023」に株式会社イトーキ様と共同出展し、VR/AR技術を用いたブース出展により、地域の
未来を担う子どもたちに最新のテクノロジーに触れ、関心を持っていただく機会を提供しました。

・弊社代表と社員が「SHIMANEみらい共創チャレンジ（通称：みらチャレ）」のアンバサダー・サブメンターとして関

わらせていただき、意欲ある高校生たちのチャレンジを伴走支援させていただきました。

イーグリッドの社会貢献活動

・以前から付き合いのあった女子サッカーチーム「ディオッサ出雲FC」のオフィシャルク
ラブパートナーを務めることや、「寄付に感謝する集い」に参加したことをきっかけに
知った「しまね社会貢献基金」で、特定非営利活動法人ディオッサスポーツクラブへ
団体指定寄附を行っています。また、所属選手の雇用もおこなっており、Web制作など
のアシスタント業務を短時間勤務で担ってもらうなど、サッカーチームの多面的なサ
ポートを通して県内のスポーツ振興を支援しています。
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